
②
は
将
棋
の
駒

（歩
丘
◇
で
、
裏
面
の
文
字
は

「今
」
の
草
体
で
あ
る
こ
と
が
判

読
さ
れ
る
。

な
お
赤
外
線
テ
レ
ビ
に
よ
る
判
読
に
つ
い
て
福
井
県
立
博
物
館
の
仁
科
章
氏

の
ご
高
配
を
得
た
。

（佐
藤
　
圭
）

石
川
・戸
水
大
西
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

所
在
地
　
　
　
石
川
県
金
沢
市
戸
水
町

調
査
期
間
　
　
一
九
九
三
年

（平
５
）
五
月
ｉ
八
月

発
掘
機
関
　
　
金
沢
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
出
越
茂
和

・
吉
本
澄
弘

遺
跡
の
種
類
　
官
衛
跡
か

６
　
遺
跡
の
年
代
　
八
世
紀
後
半
ｉ
九
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

戸
水
大
西
遺
跡
は
、
金
沢
市
街
地
の
西
方
に
位
置
し
、
日
本
海
ま
で
約
三
肺

と
近
い
。
遺
跡
の
北
約

一
ｋｍ
に
は
大
野
川
が
流
れ
、
南
西
約
二
ｈ
に
は
犀
川
が

あ
る
。
大
野
川
と
犀
川
の
下
流

部
は
と
も
に
水
上
交
通
の
要
衝

に
あ
た
る
。
当
該
遺
跡
は
、
両

河
川
に
挟
ま
れ
た
標
高
二
ｍ
強

の
低
微
高
地
に
立
地
す
る
。

戸
水
大
西
遺
跡
の
調
査
は
、

鞍
月
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴

う
も
の
で
遺
跡
の
全
面
発
掘
を

目
指
し
て
い
る
。　
一
九
九
二
年

54321

(金 沢)



1993年出上の木簡

に
第

一
次
調
査
約
三
七
〇
〇
ド
を
、
翌
年
に
第
二
次
調
査
約
四
〓
○
○
∬
を
実

施
し
、
計
約
八
〇
〇
〇
ぜ
の
調
査
を
終
了
し
て
い
る
。　
一
九
九
五
年
以
降
に
第

三
次
調
査
を
予
定
し
て
お
り
、
調
査
成
果
は
そ
の
後
報
告
の
予
定
で
あ
る
。

遺
跡
の
範
囲
は
、
東
西
約
二
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
南
北
約
八
〇
ｍ
と
推
定
さ
れ
、
東
西

に
細
長
く
延
び
て
い
る
。
遺
跡
中
心
部
に
は
、
幅
二
〇
ぞ
三
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て

遺
構
の
存
在
し
な
い
部
分
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
境
に
東
地
区
と
西
地
区

に
呼
び
分
け
る
こ
と
と
す
る
。

検
出
し
た
主
な
遺
構
は
、
掘
立
柱
建
物
四
〇
棟

・
井
戸
八
基

・
土
坑

・
溝
な

ど
で
あ
る
。
掘
立
柱
建
物
は
桁
行
五
間
を
最
高
に
、
桁
行
三
間
の
小
型
の
も
の

が
中
心
を
占
め
て
い
る
。
た
だ
小
型
建
物
で
も
、
柱
掘
形
が

一
辺

一
ｍ
を
越
え

る
も
の
も
あ
る
。
井
戸
は
東
地
区
で
三
基
、
西
地
区
で
五
基
検
出
し
て
お
り
、

特
に
東
地
区
の
二
基
は
大
型
で
あ
る
。
遺
構
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
Ｔ
字
形
に

伸
び
る
規
則
的
な
大
溝
で
あ
る
。
東
西
溝
ｓ
Ｄ
三
〇
は
、
幅
約
四
ｍ
、
深
さ
約

○

。
五
ｍ
と
や
や
浅
い
が
、
直
線
的
に
約

一
八
〇
ｍ
以
上
延
び
、
東
方
で
南
北

溝
ｓ
Ｄ
三
九
と
合
流
し
遺
跡
の
東
辺
を
画
す
る
。
さ
ら
に
、
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
三
〇

か
ら
小
溝
が
南
北
に
数
本
延
び
て
小
区
画
を
形
成
し
、
内
に
は
建
物
と
倉
が
配

置
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
三
〇
か
ら
は
、
木
筒
八
点

（ω
ど
⑦
⑨
）
が
出
土

し
た
。
他
に
Ｓ
Ｄ
三
七
か
ら
も

一
点
出
上
し
た
（③
）。

遺
物
は
Ｓ
Ｄ
三
〇
を
中
心
に
多
種
多
様
な
も
の
が
出
土
し
て
い
る
。
土
器
は
、

食
膳
具
に
は
須
恵
器

・
黒
色
土
器
が
、
貯
蔵
具
に
は
須
恵
器
が
、
煮
炊
具
に
は

土
師
器
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぽ
地
元
産
に
限
ら
れ
る
が
、
畿
内
地
方
か
ら

訃長
州
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の
搬
入
と
考
え
ら
れ
る
長
頸
重

（壷
Ｇ
ゴ

一点

・
黒
色
土
器
椀

一
点
が
あ
る
。
長

頚
壷

（壷
Ｇ
）
は
、
県
内
で
は
金
沢
市
上
荒
屋
遺
跡
に
次
い
で
二
例
日
で
あ
る
。

施
釉
陶
器
は
、
灰
釉
の
壷
底
部
が

一
点
出
上
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

木
器
は
、
箸

・
横
櫛

。
曲
物

・
下
駄

。
漆
器
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
漆
器
は

全
て
黒
漆
で
、
器
種
は
高
杯

・
稜
椀

・
合
子
蓋

・
皿

。
曲
物

。
箱
蓋
が
あ
る
。

高
杯
は
杯
部
を
欠
く
が
、
裾
径

一
二

・
四

卿
。
現
存
高
八

。
九

ｃｍ
を
測
り
、
平

城
官
跡
、
長
岡
京
跡
に
類
例
が
見
ら
れ
る
。
箱
は
漆
皮
製
で
蓋
と
推
測
さ
れ
、

五

・
七
ｃｍ
×
八
ｃｍ
を
最
大
破
片
と
し
、
他
に
小
片
が
数
枚
あ
る
。
赤
外
線
照
射

の
結
果
、
動
物
の
絵
が
墨
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

祭
祀
具
に
は
、
人
形
二
五
点

・
馬
形
二
点

・
舟
形
三
点

・
斎
串
五
〇
点
以
上
、

銅
鈴

一
点
が
あ
る
。
人
形
な
ど
の
形
代
は
、
全
て
溝
か
ら
の
出
土
で
特
に
東
地

区
に
顕
著
で
あ
る
の
に
対
し
、
斎
串
は
井
戸
か
ら
も
出
土
し
て
い
る
。

石
器
は
、
砥
石
と
水
晶
原
石
が
あ
り
、
石
帯
の
銘
尾
が
東
地
区
か
ら

一
点
出

上
し
て
い
る
。

墨
書
土
器
は
約
三
〇
〇
点
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
約
二
〇
〇
点
が
判
読

可
能
で
あ
る
。

主
な
墨
書
と
し
て
は
、

「西
」
が
三
三
点
と
最
も
多
く
、
単
宇

句
で
は

「依
」

一
七
点
、
「大
」

一
四
点
、
「中
」
八
点
、
「案
」
七
点
、
「満
」

六
点
、
「南
」
三
点
が
、
二
字
旬
で
は

「西
家
」
「大
家
」
「中
家
」
「宿
家
」
と

家
に
関
す
る
も
の
、
「大
市
」

一
四
点
、
及
び

「中
庄
」

一
点
が
注
目
さ
れ
る
。

他
に
、

「家
人
」

一
一
点
、
望
［成
」

一
四
点
が
あ
る
。

「宿
家
」
と
記
す
土
器

は
八
世
紀
末
ｉ
九
世
紀
初
頭
頃
に
、

「大
市
」
は
加
賀
立
国

（八
壬
二
年
）
後

の

九
世
紀
前
半
―
中
頃
に
、
「西
」
「西
家
」
は
九
世
紀
後
半
に
ほ
ぼ
比
定
で
き
る
。

墨
書
は
調
査
区
毎
に
偏
り
が
見
ら
れ
、
東
地
区
で
は

「依
」

「案
」

「中
」

「大

市
」
駆
［
成
」
が
、
西
地
区
で
は

「西
」
「家
人
」
が
顕
著
で
あ
る
。
「中
」
「西
」

の
存
在
と
出
土
傾
向
か
ら
、
地
区
あ
る
い
は
建
物
群
ご
と
に
認
識

・
呼
び
分
け

さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
（符
篠
）
急

々
如
律
令
　
　
　
　
　
　
　
　
（ヽ
じ

溢
受
〓

Φお

②

　

「
＜
得
庭
等

一
石
」
　
　

　

　

　
　

　

　

　

Ｐい髭
�翼
ω
ｏ協

〔真
公
こ

＜
□
竃
鳥
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
　
　
＜

□
秦
真
公
□
家
竃
□
弘
仁
十
三
年
五
月

一
日
庚
寅
　
」

〔白府
ヵ
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
（卜『じ
×
伽『
×
伽
　
ｏ∞μ

14)

上 □
十 □ぃ
二 □米
月 五己
十 斗

日
咀   吐

×

×

⑤
　
。
「
飛
駄
満
地
万
呂
五
斗
」

。
「
工甲
汁肛
ド
昂
卿
確
＝
蝉
里
一　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
μ∞『
×
〕〕
×
伽

⑥
　
　
口
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ＰＳ

る
受
卜

【得
ヵ
〕

⑦

　

「
＜
□
益
二
斗
五
升
」
　

　

　

　

　

　

　

　

〕μ賃
�受
ω

〇
∞
】



，

ｔ
，

ヽ
ィ

緻串
拭

К
脚
特
�
押
‐，１
劇

八‐劇
Ｍ
＝
　
・、．ィ
評
彎

一

一

味
　
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

蝉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葬０

・９

　

　

　

　

　

　

一

〈∪
∩
‐―
‐―
‐―
‐十
日
日
麗
岡
田
日
四
め
ｍ

一



「
南
」
　

　

　

（曲
物
）

「
□
　
　
□
」

疎
ヽ
Φ
×
輌
〕
う
　
⇔
２

ＰΦΦ
×
（］
『）
Ｘ
”
　
Ｏ
μド

①
は
、
恐
ら
く
長
さ
五
〇

伽
を
越
す
大
型
の
呪
符
木
街
で
、
頭
部
を
圭
頭
状

と
す
る
。
③
は
上
部
を
欠
く
長
大
な
も
の
で
、
墨
が
退
色
し
て
い
る
た
め
文
字

の
盛
り
上
が
り
で
判
読
し
た
。
秦
真
公
、
□
家
竃
蔦
の
人
名
が
三
度
登
場
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
弘
仁

一
三
年
は
加
賀
立
国
の
前
年
に
あ
た
る
。
①
ｉ
Ｏ
は
、

い
ず
れ
も
東
地
区
か
ら
比
較
的
か
た
ま
っ
て
出
上
し
て
い
る
が
、
０
は
溝
下
層

の
砂
層
か
ら
、
ω
②
は
上
層
の
粘
質
土
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
⑤
は
西
地
区
か

ら
出
上
し
て
お
り
、

「中
庄
」
と
い
う
加
賀
で
は
未
知
の
荘
園
名
と
、
そ
の
下

に
二
行
書
き
で

「十
四
条
七
里
／
十
九
□
」
の
坪
付
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「中
庄
」
は
恐
ら
く
固
有
名
詞
で
は
な
く
、

上
荒
屋
遺
跡
で
判
明
し
て
い
る

「東
庄
」
な
ど
の
よ
う
な

「方
位
＋
庄
」
と
し
て
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ

う

Ｇ
木
簡
研
究
』
〓
二
赤
照
）。
「中
庄
」
は
墨
書
土
器
に
も
見
ら
れ
る
が
、
小
片

で
し
か
も
僅
か

一
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
他
所
か
ら
の
搬
入
の
可
能
性
が

高
い
。
条
里
は
、
上
荒
屋
遺
跡
出
±
２７
号
木
簡
に

「五
条
」
の
文
字
が
あ
り
、

こ
れ
を
単
純
に
上
荒
屋
遺
跡
周
辺
に
比
定
す
る
と
、
そ
の
北
方
に
位
置
す
る
戸

水
町
周
辺
は
十
四
条
に
相
当
し
、
⑤
の

「十
四
条
」
と
合
致
す
る
。
し
か
し
、

越
前
国
は
周
知
の
よ
う
に
四
象
限
の
条
里
プ
ラ
ン
を
施
工
し
て
お
り
、
上
荒
屋

遺
跡
は
同
遺
跡
５２
号
木
簡
（千
鳥
式
坪
並
を
記
し
て
い
る
）
か
ら
、
条
数
が
北
か
ら

南

へ
と
増
え
て
い
く
東
南
条
里
に
な
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
条
里
の
比
定

は
、

今
後
慎
重
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。　
ち
な
み
に
、

戸
水
大
西
遺
跡
出
土

「中
庄
」
墨
書
土
器
の
年
代
は
加
賀
立
国
以
前
に
比
定
で
き
、
荘
園
の
存
続
時

期
の
一
端
を
示
し
て
い
る
が
、
木
簡
と
の
共
存
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
氏
に
よ
る
。

（出
越
茂
和
）

「大市」

「宿家」        「西家」
墨 書 土 器 (部分)




